
 

学習における適時性について 

港区立御田小学校  

校長   小林  功明  

教育では、学習の適時性がとても大事です。適時性のもとになる言葉「適時」を辞書で引くと、「ちょ

うどよい時」とあります。学校における教育は、児童の発達の段階や経験に応じて、適した内容を１年

間のスパンで考え、いつどのような学習を実施するか計画していきます。本校でも、学校行事や、これ

までに子供たちが学んできたことを踏まえて、年間の学習指導計画を立て、それに基づいて授業を計

画的に行っています。また１時間の単位で見ていくと、学習の準備状況に合わせてちょうどよいタイミン

グで、課題を出したり、子供が困っているときに教師が気付きを与えたり、助言したりする教師の指導

のタイミングを大事にしています。  

学びに適した時期に、子供の学びのタイミングに合わせて、指導や助言ができると最高の結果につ

ながって行きます。とは言え、それはまさに生ものであり、いつでもそうなるとは限らないため、何度やっ

てもいつでも最高のタイミングで指導するということは本当に難しいです。しかし、目指しているのは、

もちろん、よりよいタイミングで指導していくことです。まさにそのことを表した言葉として、禅語に「啐啄

同時（そったくどうじ）」という言葉があります。  

「啐啄同時」とは、鳥の雛が卵から産まれ出ようと殻の中から卵の殻をつついて音をたてた時、それ

を聞きつけた親鳥がすかさず外からついばんで殻を破る手助けをすることを意味します。これが「啐」と

「啄」の関係です。互いが協同し合った時、新しい何かが誕生するのです。  もしも、卵の中で十分にひ

なが育っていない状態の時に、親鳥が卵の殻を割ってしまったら…。「転ばぬ先の杖」とも言いますが、

教育の場合は、どうでしょうか。本当に悩ましい所です。安全面に関しては、「転ばぬ先の杖」として、早

目に危険回避のための環境を整えることは大事です。安全を確保した中で、子供が興味・関心をもっ

て自分から学びたい、やってみたいと一歩踏み出した時、そのタイミングを捉えて、その意欲に寄り添う

ことが何よりも大切です。それが「啐啄同時」の教育です。心がけていきたいところです。  

 現行の学習指導要領では、これからの学びの姿は、「アクティヴ・ラーニング」「主体的・対話的で深

い学び」といった言葉で表されています。今日の子供たちに求められる学力は、グローバルスタンダー

ドとしての資質・能力形成です。子供が、学んだことを基に何ができるようになるかを考え、これからの

自分の生き方に生かしていく「生きて働く力」です。このような学びの力を培っていくには、学校・家庭・

地域の三者が「啐啄同時」に協働して、子供たちの将来のことを思い、子供たちを包んでいきたいもの

です。今後とも、「みんな元気  楽しい御田小学校」を目指していきます。  
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【中村水帆子カウンセラー来校日】 

２月６日（月）、２月 1３日（月）、２月２０日（月）、２月２７日（月） 

【市川和代カウンセラー来校日】 

２月３日（金）、２月１０日（金）、２月１７日（金） 

２月８日（水）、２月１５日（水）、２月２２日（水） 

※水曜日は午前中のみとなります。 

 

＜6年生を送る会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

〈２月の行事予定〉 

１ 水 安全指導 4時間授業 

２ 木 避難訓練 マラソン（低） 

３ 金 マラソン（中） 

４ 土 
土曜授業日 あいさつ週間終 

2分の1成人式（4年保護者参加） 

５ 日  

６ 月 朝会 委員会活動 

７ 火 クラブ紹介集会① 

８ 水 クラブ紹介集会② 

９ 木 クラブ紹介集会③ 

１０ 金 マラソン（高） 

１１ 土 建国記念の日 

１２ 日  

１３ 月 朝会 心の劇場視聴（6年） 

１４ 火 
マラソン（低） 入学説明会  

１・２年生午前授業 

１５ 水 スピーチ 4時間授業 

１６ 木 SNS集会 

１７ 金 マラソン（中） 

１８ 土  

１９ 日  

２０ 月 朝会 クラブ クラブ見学（3年6時間） 

２１ 火 マラソン（高） 音楽鑑賞教室（５年） 

２２ 水 リーディングツリー 4時間授業 

２３ 木 天皇誕生日 

２４ 金 集会 

２５ 土 御田小家庭読書の日 

２６ 日  

２７ 月 朝会 クラブ（最終） 

２８ 火 
6年生を送る会 

6年生交流給食 

 

体育的行事委員会 野口 桃子 

 

  １月２４日（火）～２月２４日（金）までの期間を、

マラソン月間としています。朝学習や体育科の学

習で継続的にマラソンを行い、体力向上を図って

いきます。5 分間に校庭１周を走った回数をマラソ

ンカードに記録し、完走したお子さんには「完走

賞」を渡します。自分の目標に向かって、根気強く

取り組んだり、健康な体と心を作ったりすることが

できるよう指導してまいります。 

 朝学習でマラソンを行う日程については、各学

年だよりでご確認ください。着替えがあるため、間

に合うように登校させていただくよう、ご協力をお

願いいたします。 

〈２月の生活目標〉 

  

寒さに負けず、元気に過ごしましょう。 

感染症の状況により、学校行事等に変更が生じた場合は、随時お

知らせいたします。 

 

みたルーム主任 三村 勝規 

みたルームは、体育館の下、1 年 2 組の隣にあ

ります。4 人の巡回指導担当教員が配置されて

おり、月 4 人、火 2 人、水 2 人、木 2 人、金 2

人の教員が指導に当たります。ルームの目的は、

子供たちの特性に応じて、行動面、認知面（物事

の把握の仕方、考え方）、運動面、心理面、人との

かかわりについて支援を行い、子供たちが自分の

力を発揮して生き生きと生活したり学習したりで

きるようにすることです。子供たちは、週１～2 回、

決まった曜日の決まった時間にみたルームに足を

運び、個別指導及び小集団指導を受けます。みた

ルームを利用したい場合、知りたい場合、子供の

発達について相談したい場合、コーディネーター

の、三村、池田、水口まで連絡ください。 

特別活動部  吉井 智子  

 2 月 28 日（火）に 6 年生を送る会を実施しま

す。卒業を控えた 6 年生に、小学校生活の思い

出の一つとなるよう、1～5 年生から感謝の気持

ちを伝えます。28 日に向けて、各学年は、工夫を

凝らした出し物や、壁や体育館の装飾、花のアー

チなどを準備しています。また 6 年生からは、お

礼の合奏が発表できるように準備しています。 

 当日は、Teams 配信による中継で各クラスを

つなぎ、6 年生のいる体育館と全てのクラスが楽

しい時間を共有できるように計画しています。 

 
 


